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母語の相違に対応する日本語教授法の開発に関する
基礎的研究



































































































（3）a. 初級者30名（日本語学習歴： 1年 6ヶ月未満）
b. 中級者38名（日本語学習歴： 1年 6ヶ月〜 3年）
c. 上級者15名（日本語学習歴： 3年以上）






























a. Bi bol mongol khun，ta bol yapon khun.
私 は モンゴル人， 貴方 は 日本人
‘私はモンゴル人で，あなたは日本人だ’
b. Ter nom chin haana baina ？
その 本 は どこに ある
‘その本はどこにあるのか？’
c. Ter uurladag n zuv.

















































































a. Bi-∅ nom-∅ av-san.
私 本 買った
‘私は本［不定＝indefinite］を買った’
b. Bi-∅ ene nom-iig av-san.



































合計 文法的用法 非文法的用法脱落 混用 その他
‘は’（164） 105（64.0％） 32（19.5％） 21（12.8％） 6（3.7％）
‘が’（85） 38（44.7％） 24（28.2％） 21（24.7％） 2（2.4％）
‘を’（101） 51（50.5％） 36（35.6％） 10（9.9％） 4（4.0％）
表 3（b）：モンゴル人中級者の「が，を，は」の使用
合計 文法的用法 非文法的用法脱落 混用 その他
‘は’（226） 173（76.5％） 28（12.4％） 20（8.8％） 5（2.2％）
‘が’（138） 80（58.0％） 13（9.4％） 43（31.2％） 2（1.4％）
‘を’（202） 150（74.2％） 32（15.8％） 17（8.4％） 3（1.5％）
表 3（c）：モンゴル人上級者の「が，を，は」の使用
合計 文法的用法 非文法的用法脱落 混用 その他
‘は’（119） 101（84.9％） 5（4.2％） 13（10.9％） 0（0.0％）
‘が’（78） 62（79.5％） 3（3.8％） 12（15.4％） 1（1.3％）















































a. Bi-∅ nom-∅ av-san.
私 本 買った
‘私は本［不定＝indefinite］を買った’
b. Bi-∅ ene nom-iig av-san.






































































名詞句の性質 生起数 名詞句の性質 生起数
代名詞 3 語彙的名詞 33
定名詞 4 不定名詞 32
有生名詞 6 無生名詞 30
人間名詞 2 非人間名詞 34
表 4（a）：初級者の「を」の脱落エラー
名詞句の性質 生起数 名詞句の性質 生起数
代名詞 0 語彙的名詞 10
定名詞 0 不定名詞 10
有生名詞 1 無生名詞 9
人間名詞 0 非人間名詞 10
名詞句の性質 生起数 名詞句の性質 生起数
代名詞 4 語彙的名詞 28
定名詞 3 不定名詞 29
有生名詞 8 無生名詞 24











a. Ali-Ø kutu-Ø yap-tı.
アリ-主格 箱-主格 作る-過去
‘アリが箱（不定名詞）を作った’.




a. Juan conoce a Fidel.
フアン 知る:現在 対格 フィデル
‘フアンはフィデルを知っている’.
b. Juan conoce los vinos.


























































名詞句の性質 を ゼロ 合計







名詞句の性質 を ゼロ 合計
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